
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

臨床心理学部 

モデルカリキュラム 

臨床心理学科 

 

 

 

 

 



 

 

臨床心理学部 臨床心理学科 教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー） 

 

本学科は、建学の理念および卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）に掲げた目標を達成するために、

次のような教育内容と方法を取り入れた授業を実施し、教育評価を行います。各コースで、保健・医療・福祉・心理専

門職・としての業務に必要な基礎的知識・技能・態度に加えて、保健・医療・福祉・教育・司法・産業領域の現場をイ

メージした業務内容に対応した知識・技術・態度を身につけることを目的に、カリキュラムを構成しています。各コー

スで、履修系統図およびモデルカリュラムを示し、個々の学生が目的とする資格取得のための道筋をわかりやすく明示

します。 

 

1. 教育内容 

（1） 基礎共通科目を通して、幅広い教養および専門職としての思考力、洞察力、判断力、豊かな人間性と倫理観、コ

ミュニケーション能力を養います。 

（2） 専門基礎科目を通して、専門職に必要な人の身体や心理にかかわる基礎知識と技能の獲得を図ります。 

（3） 公認心理師系科目を通して、公認心理師法に基づく公認心理師になるための心理学の高い専門的知識と技能の獲

得を図ります。 

（4） 社会福祉系科目を通して、社会福祉法に基づく社会福祉士になるための社会福祉学の高い専門的知識と技能の獲

得を図ります。 

（5） 言語聴覚療法専門科目を通して、言語聴覚士法に基づく言語聴覚士になるための言語聴覚療法の高い専門的知識

と技能の獲得を図ります。 

（6） 専門分野関連科目を通して、アニマルセラピー、レクリエーションなど全ての人の健康にかかわる豊かな専門性

を学びます。 

（7） 総合科目を通して、保健・医療・福祉・教育・司法・産業各領域に対して、常に問題意識を持ち、問題を解 

決するための視点の獲得を図ります。 

 

2. 教育方法 

（1） 専門教育科目では、主体的な学びの力を高めるために、アクティブラーニングを取り入れた教育方法を実施しま

す。 

（2） 専門教育科目では、形成的評価を実施し、適宜フィードバックを行います。 

（3） 公認心理師の資格取得のための「心理実習」では、保健、医療、福祉、教育の現場を通して、公認心理師として

の基本的な知識、技術について学び、課題の発見から解決能力の育成をはかります。 

（4） 言語聴覚士の資格取得のための「学外評価臨床実習」「学外総合臨床実習」では、保健、医療、福祉の現場を通

じ、言語聴覚療法に関わる支援について学び、かつ、生涯にわたる自己研鑽をするための姿勢を身に付けます。 

（5） チューターとの面接を各年次で実施し、自己学習や実習の「振り返り」を行います。 

 

3. 教育評価 

（1） 公認心理師、言語聴覚士、社会福祉士に必要な演習・実習の履修に当たっては、所定の科目の合格を求めます。 

（2） 2年次のGPA 及び2年次までの単位の取得状況を評価し、所定の条件を満たした学生には専門ゼミの履修および卒

業研究の着手を認めます。 

（3） 心理・福祉コースの4年間の学修成果は、卒業研究（必修）によって行い、複数教員によって評価ルーブリックを

活用し総括的評価を行います。 

（4） 言語聴覚コースの4年間の学修成果は、学外総合臨床実習、卒業研究（専門ゼミⅢ）と重点試験（専門ゼミⅣ）に

よって行い、複数の教員によって総合的な評価を行います。 



(臨床心理学科 言語聴覚コース) 

 

       

臨床心理学科 言語聴覚コース 履修モデル 

 

◎カリキュラムの全体像 

・単位を取得し卒業することで、言語聴覚士国家試験受験資格を取得できる。 

・専門教育科目(必修、選択)と基礎科目(大学共通、学部共通)からなる。 

・専門教育科目は、知識系、リテラシーおよびアカデミック・スキル系、臨床実習系からなる。 

 

◎専門教育科目 

・言語聴覚士に必要な知識は、音声・言語学系、心理学系、医学系(基礎医学系、臨床医学系)、人文・

社会科学系の基礎的知識、および、言語聴覚障害や摂食嚥下障害に関する総論・各論からなる。 

・リテラシーやアカデミック・スキルの向上を目指すカリキュラムは、基礎ゼミ(リテラシーのトレ

ーニング)、専門ゼミ（卒業研究に関わるカリキュラム）が、2 年次から 4 年次に渡って段階的に

設定されている。 

・臨床実習は、大きく学内臨床実習(2年次後期～3年次後期)と学外臨床実習(3年次後期および 4年

次前期)に区分され、2年次から 4年次にわたって段階的に設定されている。 

 

◎必修科目と選択科目 

・国家試験受験資格を取得するためには多くの科目の単位取得が必要であり、履修パターンの骨格は

必然的にほぼ定型化している。 



(臨床心理学科 言語聴覚コース) 

 

専門教育科目および基礎科目(＊は必修科目) 
 

                               

 1年次 2年次 3年次 4年次 

専 
 

門 
 

教 
 

育 
 

科 
 

目 

現代社会と福祉Ⅰ* 臨床医学 リハビリテーション医学 公衆衛生学 

社会福祉学 生理・病理学 臨床歯科医学・口腔外科学 学外総合臨床実習 

心理学概論＊ 知覚・認知心理学 心理測定法演習 専門ゼミⅢ＊ 

臨床心理学概論＊ 学習・言語心理学 音響学・聴覚心理学 専門ゼミⅣ＊ 

解剖学 精神疾患とその治療 専門ゼミⅠ＊  

発達心理学 医療統計学演習 専門ゼミⅡ＊  

言語学 耳鼻咽喉科学 高次脳機能障害学  

言語発達学＊ 聴覚・発声発語系の構造、機能、病態 言語発達障害学演習Ⅰ  

言語聴覚障害総論 神経系の構造・機能・病態 言語発達障害学演習Ⅱ  

リハビリテーション概論 音声学 発声発語障害学演習Ⅱ  

社会・集団・家族心理学* 言語聴覚障害診断学 嚥下障害学Ⅱ  

動物人間関係学* 失語症学Ⅰ 嚥下障害学演習  

 失語症学Ⅱ 補聴器・人工内耳  

 言語発達障害学Ⅰ 聴覚検査演習  

 言語発達障害学Ⅱ 言語聴覚障害演習Ⅱ  

 発声発語障害学 言語聴覚障害演習Ⅲ  

 発声発語障害学演習Ⅰ 学外評価臨床実習  

 嚥下障害学Ⅰ   

 聴覚障害学Ⅰ   

 聴覚障害学Ⅱ   

 言語聴覚障害演習Ⅰ   

 基礎ゼミⅠ＊   

 基礎ゼミⅡ＊   

    

    

    

    

    

    

    

    

    

  



(臨床心理学科 言語聴覚コース) 

 

 
 1年次 2年次 

大
学
共
通
基
礎
科
目 

英語 キャリア教育 

英語コミュニケーション 医療・福祉連携講座 

ＱＯＬと人間の尊厳  

情報処理入門  

コミュニケーション論  

日向国地域論  

ボランティア活動  

  

学
部
共
通
基
礎
科
目 

中国語Ⅰ 倫理学 

中国語Ⅱ 日本国憲法 

哲学 経済学 

社会学  

生物学  

健康科学論  

生涯スポーツ論  

生涯スポーツ実習Ⅰ  

生涯スポーツ実習Ⅱ  

基礎演習Ⅰ＊  

基礎演習Ⅱ＊  

  

  



(臨床心理学科 言語聴覚コース) 

 

専門教育科目の構成 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識の統合・臨床能力の向上 

（臨床実習・卒業論文作成） 

⚫ 言語聴覚障害診断学 

⚫ 言語聴覚障害演習Ⅰ-Ⅲ 

⚫ 学外評価臨床実習 

⚫ 学外総合臨床実習 

⚫ 専門ゼミⅠ-Ⅳ 

リテラシー・ 

アカデミックスキルの向上 
 

⚫ 基礎ゼミⅠ-Ⅱ 

⚫ 専門ゼミⅠ-Ⅳ 
 

言語聴覚障害・摂食嚥下障害 

に関わる総論・各論 
⚫ 言語聴覚障害総論 

⚫ 言語発達学 

⚫ 失語症学Ⅰ・Ⅱ 

⚫ 言語発達障害学Ⅰ・Ⅱ 

⚫ 発声発語障害学 

⚫ 嚥下障害学 

⚫ 聴覚障害学など 

音声・言語学系 
⚫ 言語学 

⚫ 音声学 

 

 

心理学系 
⚫ 心理学概論 

⚫ 臨床心理学概論 

⚫ 知覚・認知心理学 

⚫ 心理測定法演習 

⚫ 社会・集団・家族心理学
など 

人文・社会科学系 
⚫ 現代社会と福祉Ⅰ 

⚫ OQLと人間の尊厳 

⚫ 動物人間関係学など 

医学系 
⚫ 解剖学  

⚫ 生理・病理学 

⚫ 臨床医学 

⚫ 耳鼻咽喉科学 

⚫ 臨床歯科医学・口腔

外科学など 

言語聴覚士に必要な基礎的知識 



(臨床心理学科 言語聴覚コース) 

 

 

専
門
ゼ
ミ
Ⅳ 

専
門
ゼ
ミ
Ⅲ 

り臨床実習系のフロー 

 

１年次     ２年次       ３年次    ４年次 

学
内
検
査
実
習 

学
内
評
価
訓
練
実
習 

学
外
評
価
臨
床
実
習 

学
外
総
合
臨
床
実
習 

言語聴覚

障害演習

Ⅰ 

学外総合 

臨床実習 

１年次    ２年次    ３年次    ４年次 

言語聴覚

障害演習

Ⅱ・Ⅲ 

 

 

リテラシーおよびアカデミック・スキル系のフロー 

専
門
ゼ
ミ
Ⅱ 

専
門
ゼ
ミ
Ⅰ 

基
礎
ゼ
ミ
Ⅱ 

基
礎
ゼ
ミ
Ⅰ 

基
礎
演
習
Ⅱ 

基
礎
演
習
Ⅰ 



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

英語共通 英語 英語コミュニケーション

情報教育 情報処理入門

QOLと人間の尊厳 日向国地域論 キャリア教育 コミュニケーション論

科目数

取得単位数

社会学 哲学 英語コミュニケーション

生物学 倫理学

生涯スポーツ実習Ⅰ（１） 生涯スポーツ実習Ⅱ（１）

生涯スポーツ論

基礎演習 基礎演習Ⅰ（１） 基礎演習Ⅱ（１）

科目数

取得単位数

心理学概論 臨床心理学概論 知覚・認知心理学

心理学統計法 心理学研究法 学習・言語心理学

発達心理学 人体の構造と機能及び疾患 精神疾患とその治療

社会福祉学

社会・集団・家族心理学 神経・生理心理学 心理学的支援法 感情・人格心理学 公認心理師の職責

障害者（児）心理学 健康・医療心理学 福祉心理学

心理的アセスメント 教育・学校心理学 司法・犯罪心理学 関係行政論

産業・組織心理学

心理演習Ⅰ（１） 心理演習Ⅱ（１）

社会福祉の原理と政策Ⅰ

言語発達学

動物人間関係学 動物生態学 アニマルセラピー概論 動物介在教育 アニマルセラピー演習Ⅰ（１） アニマルセラピー演習Ⅱ（１） 心理尺度検査法実習（１）

動物適正飼養・トレーニング学 動物トレーニング実習（１） 教育心理学 教育相談 キャリアカウンセリング

レクレーション論 レクレーション実技（１） スクールソーシャルワーク論 スクールソーシャルワーク演習（１）

基礎ゼミⅠ 基礎ゼミⅡ 専門ゼミⅠ 専門ゼミⅡ 専門ゼミⅢ 専門ゼミⅣ

69科目

124単位

1年次 2年次 3年次 4年次

大

学

共

通

基

礎

科

目

総合教育

5科目 2科目

専

門

基

礎

科

目

科目数

取得単位数

7科目 3科目

学

部

共

通

基

礎

科

目

10単位 4単位

社会と文化

健康教育

8科目

12単位

2科目

4単位

9科目

16単位

3科目

6単位

32単位

社

会

福

祉

系

科

目

取得単位数

公

認

心

理

師

系

科

目

心理学実験

心理実習

科目数

取得単位数

1科目

2単位

4科目

8単位

6単位14単位

14単位

16単位

20単位

2単位

言

語

聴

覚

療

法

系

科

目

科目数

取得単位数

１科目

２単位

2単位

専

門

分

野

関

連

科

目

科目数

取得単位数

1科目

2単位

科目数

取得単位数

26単位

2科目 6科目 6科目 2科目

4単位 10単位 9単位

36単位

17科目

29単位

7科目

13単位

2科目

4単位

12単位

心理・福祉コース　公認心理師のみ　履修モデル

年間取得単位数

年間科目数 26科目

46単位

19科目

3単位

総合科目

科目数

取得単位数

2科目

4単位

2科目

4単位



前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

英語共通 英語 英語コミュニケーション コミュニケーション論

情報教育 情報処理入門

QOLと人間尊厳

科目数

取得単位数

社会学 哲学 英語コミュニケーション

生物学

生涯スポーツ実習Ⅰ（１） 生涯スポーツ実習Ⅱ（１）

基礎演習 基礎演習Ⅰ（１） 基礎演習Ⅱ（１）

科目数

取得単位数

心理学概論 臨床心理学概論 知覚・認知心理学

心理学統計法 心理学研究法 学習・言語心理学

発達心理学 人体の構造と機能及び疾患 精神疾患とその治療

社会・集団・家族心理学 神経・生理心理学 心理学的支援法 感情・人格心理学 公認心理師の職責

障害者（児）心理学 健康・医療心理学 福祉心理学

心理的アセスメント 教育・学校心理学 司法・犯罪心理学 関係行政論

産業・組織心理学

心理演習Ⅰ（１） 心理演習Ⅱ（１）

社会福祉の原理と政策Ⅰ 社会福祉の原理と政策Ⅱ 貧困に対する支援 権利擁護を支える法制度 ソーシャルワークの理論と方法Ⅲ ソーシャルワークの理論と方法Ⅳ ソーシャルワーク演習Ⅴ（１）

児童・家庭福祉 障害者福祉 地域福祉と包括的支援体制Ⅰ 地域福祉と包括的支援体制Ⅱ 保健医療と福祉 福祉サービスの組織と運営

高齢者福祉Ⅰ 高齢者福祉Ⅱ 社会保障Ⅰ 社会保障Ⅱ 社会調査の基礎 刑事司法と福祉（１）

ソーシャルワークの基盤と専門職Ⅰ ソーシャルワークの基盤と専門職Ⅱ ソーシャルワークの理論と方法Ⅰ ソーシャルワークの理論と方法Ⅱ ソーシャルワーク演習Ⅲ（１） ソーシャルワーク演習Ⅳ（１）

ソーシャルワーク演習Ⅰ（１） ソーシャルワーク演習Ⅱ（１） ソーシャルワーク実習指導Ⅱ（１） ソーシャルワーク実習指導Ⅲ（１）

ソーシャルワーク実習指導Ⅰ（１） ソーシャルワーク実習Ⅱ（４）

ソーシャルワーク実習Ⅰ

言語発達学

動物人間関係学 アニマルセラピー概論 心理尺度検査法実習（１）

教育心理学 教育相談 キャリアカウンセリング

スクールソーシャルワーク論 スクールソーシャルワーク演習（１） アニマルセラピー演習Ⅰ（１） アニマルセラピー演習Ⅱ（１）

レクレーション論 レクレーション実技（１）

動物適正飼養・トレーニング学 動物トレーニング実習（１）

動物介在教育

基礎ゼミⅠ 基礎ゼミⅡ 専門ゼミⅠ 専門ゼミⅡ 専門ゼミⅢ 専門ゼミⅣ

94科目

167

心理・福祉コース　公認心理師・社会福祉士　履修モデル

1年次 2年次 3年次 4年次
取得単位数

18

科目数 6科目 3科目

学

部

共

通

基

礎

科

目

社会と文化

12
健康教育

6科目 2科目

8

大

学

共

通

基

礎

科

目

10総合教育

3科目 １科目 1科目

6

取得単位数 12 6

2 2

公

認

心

理

師

系

科

目

4

専

門

基

礎

科

目

57

科目数 8科目 12科目 11科目 1科目

32

心理実習

心理学実験

科目数 1科目 4科目 9科目 3科目

取得単位数 2

取得単位数 16 21 19 1

言

語

聴

覚

療

法

系

科

目

8 16 6

社

会

福

祉

系

科

目

専

門

分

野

関

連

科

目

24

科目数 1科目 1科目 4科目 9科目

取得単位数 2

2

科目数 1科目

取得単位数 2

2 7 13

総合科目

12

科目数 2科目 2科目 2科目

年間取得単位数 48 47 48 24

取得単位数 4 4 4

年間科目数 26科目 26科目 27科目 15科目


